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「一竜一猪」（いちりょういっちょ） 

 

「一竜一猪」（いちりょういっちょ）は、努力して学ぶ

人と怠けて学ばない人の間に大きな差が出ることを表

す四字熟語です。「竜」は賢く、成功した者を象徴し、

「猪」は学ばない者を象徴しています。つまり、この言

葉は努力するかしないかで、人間の賢さや成功の度合

いに大きな差が出ることを教えてくれる言葉です。 

毎日学習することは大変な努力を要します。また、お

子さんを見守る保護者さまもお子さん同様に大変な努

力を要すると存じます。2024 年は辰年にあやかり教

室・お子さん・保護者さまの三者が互いに「一竜一猪」

を心に刻み努力をいとわない年としましょう。 

 

2024年 1月・2 月の教室日 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 1月・2 月の教室行事 

 

日程 行事 

１月４日（木） ふぁいん東宮下教室学習初め 

１月５日（金） 日の出通り教室学習初め 

１月２０日（土） 2023 年度第 3 回英検 

２月４日（日） ２０２３年度第４回認定テスト 

２月９日（金） ２０２３年度第３回漢検 

3月１６日（土） 浦和Ｇリーグの会 

 

●第２１回「浦和Ｇリーグの会」 

 

 

 

 

 

 

2024 年３月 16 日（土）プラザイーストにおいて 

第２１回「浦和Ｇリーグの会」開催いたします。 

招待基準は 

2023 年 12 月末 数学・英語・国語 G1以上を 

学習している幼児・小学生になります。 

基準に到達したご家庭には個別でご案内いたします。 

アンケート形式のご案内になりますので参加・不参加

に関わらずご回答の程何卒宜しくお願い致します。 

 

学習アシストアプリ 
 

公文教育研究会から提供される公文式の教材学習を効

果的にアシストする、ＫＵＭＯＮ会員向けの「学習ア

シストアプリ」につきまして、当教室では 2024 年

１月から先行使用できることになりました。 

デジタルの特性である音や視覚情報、履歴データなど

を生かして、お子さまが楽しく取り組むことができま

す。 

この度提供される「学習アシストアプリ」のラインナ

ップは「九九」と「ひらがな」です。 

それぞれ算数、国語を学習している生徒さんが該当の

アプリを使用できます。 

◆学習アシストアプリの特長◆ 

 ・使用は短時間（1 コンテンツ 2～4 分） 

 ・ご家庭のスマートフォン、タブレット端末にイン

ストールして使用（無料※） 

 ・連続使用 30 分で自動的にストップする機能あり        

※アプリの利用料は無料ですが、ダウンロード時など

にかかる通信料はご家庭のご負担となります。 

学習アシストアプリの詳細は以下 URL でご確認いた

だけます。 

https://hinodefine.jimdofree.com/ 
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Baby Kumon 乳幼児会員のみなさま 
 

「しつけを考える」 

 

子育てに悩みはつきません。しつけとあればなおのこ

とです。私自身は哲人、森信三先生のしつけの三原則

に救われた感がありました。 

森信三先生のしつけの三原則とは 

（一） 朝のあいさつをする子に。 

（二） 「ハイ」とはっきり返事のできる子に。 

（三） 席を立ったら必ずイスを入れ、ハキモノを脱い

だら必ずそろえる子に。 

というシンプルなものでした。 

森信三先生のお弟子さんである綱澤昌永先生は著書

【「つ」のつくうちに家庭教育 －九つまでに決まる子

育て】で 

人間教育の適期は「つ」がつく年齢のうち。遅くとも九

歳（ここのつ）までにしつけたい。 

それは「つ」の付くころであれば、規制のワクをはめな

くても、子供たちはお父さん、お母さんの行動をまね

て覚えます。だから両親がきちっとした生活をしてい

れば、そのまま「しつけ」につながるのです。 

と述べられています。 

子どもにしてほしいと願うことは進んで行う。 

してほしくないことはしないよう心がける。 

見よう見まねで何事も覚えていく幼児期にはお手本が

必要なのではないでしょうか。 

躾の場面では「〇〇しなさい」といった使役動詞で伝

えることも必要です。ことばで伝えるだけではなく

日々手本を見せ続けましょう。 

 

 

 

 

小学生・中高生会員のみなさま 

 

新たな課題にチャレンジできる原動力は自己肯定感 

 

公文式教材のコンセプトは自学自習です。 

公文式教材にはその例題、欄外脚注はもとより問題

配列、問い、に至るまで習わなくても自分の力で解

き進めることができるような教授機能が盛り込まれ

ています。これら教材が持つ教授機能を教室では「し

かけ」と呼んでおりますが、この「しかけ」にお子

さんが気づく言葉を伝えることが公文式教育におけ

る指導ということになります。 

「しかけ」にお子さん自ら気づくためには教材を直

ぐに解き始めてはいけません。席に着いたら先ずは

課題の教材をすべて見る。 

「見たことのない数式だ！わからない」、とあきらめ

る前に宝探しをするかの如く「しかけを探すぞ！」

といったワクワク感を持って教材をよく見てくださ

い。「あれ？割る数が全部 21だ！」 

など、面白いことをみつけられるかもしれません。 

「しかけ」に自分で気づいたお子さんはできない、

わからないという言葉は発しません。 

なんとしてもひとりで解くぞ、という意気込みにな

ります。そしてひとりでできたときの喜びは格別で

す。自己肯定感に満ち溢れます。また次の新しい課

題にチャレンジしたくなります。 

能動的な学びのサイクルが回りだすのです。 

お子さんが入会当初より「しかけ」に気づくことが

できることを目指し一層の教材研究に励んでまいり

ます。 

 

 

 

教室指導目標 
 

公文式教材と学年関連＜教室指導目標＞について 

＜教室指導目標＞はお子さんの可能性を最大限お伸ば

しするために設定しました。乳幼児のお子さんは小３

でＦ終了・小学生は小６Ｊ終了中学生以上は最終教材

終了を目指しましょう。 
 

 
 

１年間で 1.5教材進んでいける目標 

毎月 30番・50番先の教材まで進めることを短期目標に 

☆ 算数・数学 毎月３０番 ☆ 英語・国語 毎月５０番 

中期目標は 1年を 新学年⇒夏休み前 夏休み⇒11月末 

12月⇒3月末 の３期に区切って 

☆ 算数・数学 4ヶ月で 100番 

☆ 英語・国語 4ヶ月で 200番（1教材終了） 
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